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はじめに
2019年に中国の武漢で発生した新型コロナウイルス感

染症（以下COVID-19とする）は、世界中に猛威を振る
い、わが国においては2020年４月７日に緊急事態宣言が
発令された。パンデミックという未曽有の事態において、
医療現場では感染拡大防止、医療逼迫、マンパワー不足
から臨地における看護学実習は中止・縮小を余儀なくさ
れた。一般社団法人 日本看護系大学協議会 看護学教育
質向上委員会 による『2020年度 COVID-19に伴う看護学
実習への影響調査結果』では、回答が得られた看護系大
学250校のうち臨地における看護学実習の中止が生じた
のは74.1％であったと報告している。実習施設の変更、実
習施設ごとの学生人数の縮小などの調整が困難な場合、
臨地における看護学実習の代替として学内実習へ変更を
行った割合は80.1％であった。また専門領域別にみると、
母性看護学（86.0％）で最も学内実習へ変更した割合が高
かった。母性看護学実習の現場である産科施設では、対
象である母児への感染防止対策の観点から看護学実習の
受け入れを中止する施設は多く、以前より少子化で実習
施設の確保が困難である母性看護学実習はCOVID-19感
染拡大により、更なる影響を受けることとなった。

COVID-19流行開始から三年目を迎え、臨地における
看護学実習の制限は緩和されつつある。しかし、依然
としてCOVID-19流行が終息する目途は立っていない。
各大学ではCOVID-19流行開始以降、実習内容は様々な
工夫を凝らしながら代替実習が展開されていると推測
するが、その詳細は明らかではない。そこで、今後の
自校の実習の在り方について検討する資料とするため、
COVID-19流行下で行われた母性看護学実習について文

献検討を行う。

Ⅰ．研究方法
１．研究目的

COVID-19感染拡大下で行われた母性看護学領域の代
替実習の実際（実習形態・教育方法・教育内容）を明ら
かにする。

２．用語の定義
本研究においては、COVID-19感染拡大により臨地実

習が行えず、代替えとして臨地以外の場所や方法を駆使
して遂行した実習を代替実習と定義する。また、代替実
習の形態を以下の３つに分類し定義する。

【学内実習】：学内にて対面形式で行う実習。
【遠隔実習】：パソコンなどの電子機器とオンラインツー

ルを用いて学外から遠隔で行う実習。オンライン実習、
リモート実習と同義。

【ハイブリッド実習】：学内実習と遠隔実習を組み合わせ
て行う実習。臨地実習と学内実習の双方を経験した場
合をハイブリッド実習と表記している文献も散見され
たが、本研究においては臨地実習が中止となり、代替
として学内実習と遠隔実習の双方を組み合わせて（混
合して）実施した場合をハイブリッド実習と定義する。
 また臨地実習時期により、実習開始前から臨地実習中
止となり代替実習を履修した学生と、実習開始後に臨
地実習が中止となり途中から代替実習を履修した学生
がいるため、COVID-19流行下で看護学実習を履修し
た学生を以下の２群に分類し定義する。

臨地主体群：臨地実習時間が代替実習時間を上回る学生
学 内主体群：学内・遠隔・ハイブリッド実習など、代替

実習が臨地実習時間を上回る学生
受付日　2022年12月23日 受理　2023年２月10日
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図１　文献検索の手順

表１　COVID-19 流行下の母性看護学実習に関連した文献数

３．研究デザイン
文献研究

４．研究期間
2022年10月20日～ 2022年12月20日

５．倫理的配慮
本研究に使用する文献は、著作権の侵害が生じないよ

う全ての文献の出典を明らかにした。また著者の記した
内容を損なうことがないよう努め、引用した。

６．文献の抽出方法
Web検索システムのうち、国内文献を多く取り扱

う医学中央雑誌およびCiniiにて、「看護、実習、母性、
COVID-19、コロナ」の５つのキーワードを用いて検索
した。文献は代替実習について知見を得るため、論文に
限定せず、雑誌、紀要掲載の実践報告・解説・資料を含
めた（図１）。

７．分析方法
検索した文献を精読した上でマトリックス方式

（Garrard，2010）を用いて、２種類のレビュー・マト
リックスを作成した。母性看護学領域の代替実習につい
て総括するためのマトリックス（表３）は、実習形態お
よび教育方法・内容の視点で作成した。母性看護学領域
に関する研究について総括するためのマトリックス（表
４）は、研究目的・対象・方法・結果・考察の視点で作
成した。

Ⅱ．結果
１．母性看護学領域の代替実習に関する文献概要

日本でCOVID-19流行が開始した2020年以降に発行
された本研究に関連する文献を「看護、実習、母性、
COVID-19、コロナ」のキーワードを用いて検索した結
果、Web検索システム上には最多で58件がヒットした。
58件のうち本文にアクセス可能な文献をすべて精査、そ
のうち助産学実習に特化した文献、および抄録のみが公
開されている文献は除外したところ、本研究の目的に合
致する文献として17件が抽出された（図１）。

発行年による分類では、本研究では、COVID-19流行
開始した2020年以降を文献検索範囲としたが、文献が発
行されていたのは本感染症の流行が始まった翌年の2021
年が最も多かった（表１）。

文献種別による分類では、研究論文５件、実践報告６
件、解説４件、資料２件であった。

２．母性看護学領域の代替実習の実際
文献から明らかになった母性看護学領域の代替実習の

概要を以下にまとめる。
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表２　オンライン実習に使用したツール

１）実習形態
臨地実習の受け入れが困難となった場合に行われた代

替実習の形態は、大きく分類すると【学内実習】、【遠隔
実習】、【ハイブリッド実習】の３つに分類された。中で
も文献による報告数が最も多かったのは【ハイブリッド
実習】であった。
２）オンラインツールの活用

感染防止対策として非対面式で実習を行う際には、
オンラインツールを使用して行っていた。使用された
オンラインツールは、以下の５種類が確認された（表
２）。Zoomが４件、次いでGoogle meetが２件、Teams、
Webex、LMSが１件、不明５件であった。

オンラインツールの活用方法について概観すると、病
院と臨床をオンラインツールで繋いだ場合では、病棟管
理者の実習オリエンテーションの実施１件、患者へのイ
ンタビューの実施２件、臨床の看護師へのインタビュー
の実施１件、臨床指導者のカンファレンスへの参加１件
が報告された。また学校と自宅をオンラインツールで繋
いだ場合では、アセスメントの指導１件、カンファレン
スの実施１件、実習記録の提出１件などが報告された。
３）教育方法

母性看護学領域の代替実習について明らかにするた
め、文献から読み取ることができた実習方法を表３に示
した。教育方法としては、看護過程の展開が最多であ
り、さらに患者理解を促進するための教育方法として、
シミュレーション演習、ロールプレイを併用していた。
なお、シミュレーション演習やロールプレイの患者役
は教員が担当しており、模擬患者の導入は見られなかっ
た。その他、臨床で見学するケアについて教員が演示、
母子を取り巻く環境について調べる地区踏査などが実践
されていた。また、臨床判断能力試験OSCE（Objective 
Structured Clinical Examination）の手法を取り入れた実
践例が１件報告されていた。
４）教育内容

看護過程の事例は、産褥期および新生児期の紙上事例
が最多であった。二週間の実習期間で、看護過程の展開
には１事例～２事例の紙上事例を用いていた。妊娠期お
よび分娩期の事例で看護過程を展開した実践例は限られ
ており、紙上事例よりも教育用DVDやドキュメンタリー
映画などの視聴覚教材を用いていた。

物的環境では、妊婦検診や分娩期の看護について学ぶ
周産期シミュレーター、母乳育児支援に関する技術を学
ぶ搾乳モデル、臨地に近い形で学べるようにと臨床と共

同で開発した模擬電子カルテなどが活用されていた。

３．代替実習に関する研究
2022年10月20日現在で発表された、COVID-19感染拡

大下における母性看護学実習に関する研究５件について
レビュー・マトリックスを作成したところ、代替実習に
ついて研究結果を公表した文献は５件であった（表４）。
研究方法は、質的研究が４件、量的研究が１件であっ
た。研究に使用したデータは、実習後に行われた質問紙
調査（授業評価アンケート）や実習まとめレポートで
あった。質的データの分析にはテキストマイニングソフ
ト（KHcoder）、量的データの分析には統計解析ソフト

（SPSS）が用いられていた。
学生を臨地主体群と学内主体群の二群に分けた上で、

実習満足度や目標到達度について比較した文献は２件で
あった。研究の結果、文献１では臨地主体群に比べ学内主
体群では学習意欲、実習満足度、到達度が低くなる傾向
と結論付けられていた。一方、文献２では、臨地主体群
と学内主体群の目標到達度に大きな差は生じておらず、
代替実習では実習目標に則した意図的な学習が可能であ
ると結論付けられていた。

Ⅲ．考察
１． COVID-19感染拡大下の母性看護学実習に関する文

献の動向
COVID-19感染拡大下で行われた母性看護学実習に関

する文献の動向をみると、COVID-19流行開始（2020年）
の翌年（2021年）に最も多く発行され、2022年は減少し
ていた。これまでに発行されている文献は、COVID-19
の流行が開始して１年目（2020年）の実習について記述
されたものであるため、２年目（2021年）以降の実習に
関する文献は、これから発行されるものもあると考えら
れる。

文献種別では実践報告が最も多かったが、今後は代替
実習の教育評価に関する文献も発表されるものと推測す
る。COVID-19流行当初は、感染症の専門家でさえ数年で
終息すると推測していたことから、教育現場では以前と
同様に制限なく臨地で看護学実習を行える状況に戻る日
は、そう遠くはないはずだと期待していた。しかし、３
年近くが経過した現在もCOVID-19終息の目途は立って
いない。現状に甘んじることなくCOVID-19感染拡大下
における看護学実習の在り方を今こそ検討する時期に来
ていると考え、引き続き文献の動向に注視していきたい。
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文献
番号 著者（発行年） タイトル（出典） 代替実習の形態/教育方法・内容

1
上野典子，他
（2022）

Covid-19禍における 性看護学実習の学
 の実習満 度・到達度の関係 臨地実
習時間減少から生じた課題の分析 第1報
（了徳寺大学研究紀要 ）

【学内実習】
事例について、シミュレーターを活用した妊婦健康診査を実施、分娩期看護のDVD視聴と分
娩の模擬体験、模型胎盤の計測・観察、シミュレーターを活用した褥婦の健康診査を実施、新
生児モデルを活用した沐浴・哺乳介助・あやし方、新生児モデルと乳房モデルを活用した授乳
姿勢とラッチオンの模擬体験
ドキュメンタリー映画DVD「生まれる」を活用した討議
「地域における  保健活動と医療チームの連携」カンファレンスによる討議

2

坂村佐知，佐藤理
恵
（2022 ）

看護学実習における臨地実習を受けた学
生と学内実習を受けた学生の学びの比較
（研究紀要 葉Seiyo 第14巻 第1号）
原著論文

【学内実習】
看護過程1事例、妊婦・産婦・褥婦・新生児のフィジカルアセスメント、退院支援発表
   援施設の 学あり
学びの会（実習まとめ）

3
宝田慶子，他
（2021）

オンラインによる 性看護学実習の実践
内容と今後の課題 授業後アンケートの
分析から （創価 学学 課程教育機構
研究誌 ）
事例報告

【遠隔実習】
Zoomを活用した同期型のオンライン実習
事例：経腟分娩1例（妊娠期・分娩期・産褥期）、帝王切開1例
動画資料や教員によるロールプレイを通し対象者の反応がわかるよう工夫
看護過程の展開や看護技術が学べるよう、能動的に取り組めるようグループワークを多用

4
早瀬麻子，木下順
子，田尻后子
（2021）

オンラインでの 性看護学実習における
学習効果
（佛教大学保健医療技術学部論集 ）
研究報告

【遠隔実習】
Google meetを使用したオンラインでの同時双方向型の実習
看護過程の展開、看護技術チェック、カンファレンス
バースプランと出産場所についてのディベート

5
前 直美，  真
希子，松沢祐子
（2022）

COVID 19状況下における 性看護学実
習形態変更による学生の学び
(神奈川工科大学研究報告)
研究論文

【ハイブリッド実習】
シミュレーターを活用した妊婦健康診査
ドキュメンタリーDVDを活用

6
村井美俘，他
（2021）

 性看護学実習の取り組み 臨地から学
内へ 
（神奈川 科 学短期 学部紀要 ）
資料

【学内実習】
 性看護学実習を臨地実習から学内実習に変更した取り組みから得られた可能性と今後の課題
について報告
学内での滞在時間を制限しながら2週間の学内実習を実施
正常と異常の 児2事例（経腟分娩1例、帝王切開1例）の看護過程を展開
シミュレーターを活用した演習
実習病院を想定した 動計画発表 ケア 報告まで実施

7

金井寿幸，他
（2021）

コロナ禍実習中 による 性看護学On-
line実習の取り組み
（大和大学研究紀要）

【遠隔実習】
Google meetを活用し、グループ学習を促進
実習場面としての観察・ケア実施映像（教員がロールプレイ）から情報を得ながら看護過程の
展開を記録
Conference roomで班ごとに保健指導案を発表

8
藤元佳奈，他
（2021）

コロナ禍における 性看護学実習での協
働 医療機関としての取り組み 
（看護教育）
実践報告

【遠隔実習】
病棟紹介動画を用いた実習前オリエンテーションを実施
実習病院として受け持ち紙上事例を提供、総合周産期  医療センターに特徴的な事例の作成
① 齢妊娠、 殖補助医療②妊娠  圧腎症③早産（ 児愛着形成、親役割獲得、地位連携の
支援を含む）
模擬電子カルテシステムを構築し、一連の経過や情報に矛盾がなく忠実性が高いことでリアリ
ティを実現、オンライン指導（臨床指導者のカンファレンスへの参加）
コロナ禍での現場のリアルを一部紹介
搾乳トレーニングモデル（シミュレータ）の活用

9
千葉陽子,他
（2021）

コロナ禍における 性看護学実習の試み
（京都看護大学紀要）
実践報告

【ハイブリッド実習】
地区踏査（学   の居住地周辺の  関連施設を抽出、マッピング、詳細を調べ地区踏査計
画を立案し、実際に地域を巡り各施設の観察、結果をカンファレンスで共有
病院との遠隔接続による実習、看護過程の展開を学内で実施し、遠隔で指導者より助言を得る
機会を設けた。助産所や対象者宅からも映像配信の協力あり（Webexを活用）

表３-１） 性看護学 代替実習に関する実践報告表３−１）　母性看護学　代替実習に関する実践報告
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表３−２）　母性看護学　代替実習に関する実践報告
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文献
番号 著者（発行年） タイトル（出典） 研究目的

研究対象/方法（分析
ツール）

結果/考察

1

上野典子，大沢豊子，
森田桂子，他
（2022）

Covid-19禍における
 性看護学実習の学
生の実習満足度・到
達度の関係 臨地実
習時間減少から生じ
た課題の分析 第1報
（了徳寺大学研究紀
要 ）

Covid-19禍におけ
る 性看護学実習の
学生の実習満足度・
到達度の実態を知
り、臨地実習時間減
少から じた 性看
護学実習の課題を明
らかにする。

看護系大学生78名/質
問紙調査（SPSS）

 学内実習主体群は臨地実習主体群に比べ相対的に学習意欲や実習
満足度・到達度がやや低くなる傾向がみられ、臨地実習時間の減少
したことによる影響と課題が示唆された。

2
坂村佐知，佐藤理恵
（2022 ）

看護学実習における
臨地実習を受けた学
生と学内実習を受け
た学生の学びの比較
（研究紀要 葉
Seiyo 第14巻 第1
号）
原著論文

 性看護学実習にお
いて臨地実習を受け
た学生と学内実習を
受けた学生の学びを
比較し、学びの内容
が実習目標に基づい
た内容であったか、
自由記載レポートを
用いて評価する。

看護系短大生81名/自
由記述のまとめレポー
トをテキストマイニン
グ分析（KHcoder）

 学内実習群は看護過程の展開のように模擬患者でも実践可能な内
容に関する記述が多く、臨地実習群では五感を使って経験した内容
に関する記述が多いという特徴がみられた。
 学内実習群と臨地実習群で実習目標に使用された語句の使用頻度
を比較すると、両群で6つの実習目標全てに関連した記述があり、学
生が実習目標達成の視点を持ち学修できたと考えられた。学内実習
群では、学生に学修してほしい内容を意図的に設定することで目標を
網羅した学びが行えていた。
 今後は学内実習では経験しにくい内容の学修方法を検討し、学生
への平等性を担保した実習内容の検討が必要である。

3
宝田慶子，二村文子，
片岡優華，他
（2021）

オンラインによる 
性看護学実習の実践
内容と今後の課題 
授業後アンケートの
分析から （創価 
学学士課程教育機構
研究誌 ）
事例報告

授業後アンケートの
分析（集計とコード
化）

オンラインで実施した
 性看護学実習の実践
内容と、学生から得ら
れた授業後アンケート
の回答を基に、オンラ
イン実習の目標の達成
度と良かった点、難し
かった点を明らかに
し、今後の課題を報告
する。

 オンライン実習の目標は、授業後アンケートの結果からおおむね
80％以上達成できていた。目標達成に向けた実習内容の工夫は、学
生の＜能動的に学べる実習環境＞＜効果的な共同学習＞＜充実した
 性看護の学び＞につながっており、実習の充実感をもたらすこと
ができた。オンライン実習では＜実習環境に伴う問題＞が明確と
なった。また学生が＜実践を通した学び＞が不十分＞であると感じ
ており学内実習等で補う必要性が示唆された。

4
早瀬麻子，木下順子，
田尻后子
（2021）

オンラインでの 性
看護学実習における
学習効果（佛教大学
保健医療技術学部論
集 ）
研究報告

 性看護学実習にお
けるオンライン実習
の学習内容は、学習
効果として対象理解
や看護ケアに繋が
り、実習目標を達成
できるものであった
かを明らかにする。

看護系大学生61名/オ
ンラインアンケート調
査

１．オンライン実習はウェルネス志向での看護過程の展開や  を
取り巻く社会資源の学習や発表、分娩場所についてのディベートか
ら多くの学びがあり、グループダイナミクスを生かし、妊娠期から産
褥期まで経時的に 性を理解することができていた。２．オンライ
ン実習は実習記録のやり取りが容易にできたが、実習時間の配分に
ついて適切でなかったと考える学生や、対象者との信頼関係を築く
方法についてあまり理解できていなかった学生が多かった。３．
Google meetでの看護技術チェックについての分類項目は＜学習課題
の明確化＞＜対象をイメージする＞点については効果的であり、一方
では＜言葉で伝える難しさ＞を感じ、＜PC・カメラ・電波状況の不
具合＞、＜技術チェック方法の改善＞の課題があった。４．Google
meetでの発表・カンファレンスについての分類項目は＜学びの共有
＞や＜画面の共有＞することの利点があり、＜人数がカンファレン
スに影響＞＜話すタイミングの難しさ＞＜電波の問題＞の課題があ
る。

5
前 直美，  真希
子，松沢祐子
（2022）

COVID 19状況下に
おける 性看護学実
習形態変更による学
生の学び(神奈川工科
大学研究報告)
研究論文

看護系 学 73名/ 
性実習終了時に提出さ
れたレポート「実習を
通して学んだことと今
後の課題」をテキスト
マイニング分析
（KHcoder）

 各実習で共通していた学びのクラスタの特徴は「産褥経過」「授乳
状況」「 親役割獲得」「愛着形成」「  相互作 」「退院後の
指導の項 」「 性看護学の特徴」である。

表4 COVID-19感染拡 下における 性看護学実習に関する研究表４　COVID-19感染拡大下における母性看護学実習に関する研究
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２． 母性看護学領域の代替実習における実習形態とオン
ラインツールの活用

代替実習の一般社団法人 日本看護系大学協議会 看護
学教育質向上委員会 による『2020年度 COVID-19に伴う
看護学実習への影響調査結果』によると、臨地実習の受
け入れが困難な場合、「学内実習への変更を全体の80.1％
が行っており、専門領域別にみると母性看護学（86.0％）
が最も割合が多かった」ことが報告されている。また「遠
隔授業形式による実習への変更を全体の64.2％が行って
おり、専門領域別にみると母性看護学（70.1％）の割合
が最も多かった」ことも報告されている。看護基礎教育
課程の新カリキュラムでは、ICT教育を柱としているが、
COVID-19の流行は、今回のカリキュラム改正に先駆け
ICT教育の導入を促進することに繋がった。

代替実習の形態を詳しく見ていくと、文献検討の結果
では【学内実習】と【遠隔実習】を組み合わせた【ハイ
ブリッド実習】の実践例が最も多く紹介されていた。【ハ
イブリッド実習】は、対面とオンラインの双方の利点を
生かした実習展開が可能なこと、教育方法により使い分
けできることが特徴である。例えばオンラインツールを
利用して【遠隔実習】を行う場合、三蜜を回避でき十分
な感染対策となり得るが、一方で電子機器のトラブルや
通信状況により実習を時間通りに進行できない可能性も
生じる。複数の文献上にパソコン・カメラ・電波状況の
不具合に関する意見や、シミュレーションやロールプレ
イを行う際に臨場感や細かい動作・会話などを十分には
伝え切れないとする教員の意見が散見された。そのため、

【遠隔実習】を行う場合には電子機器上のトラブルが起り
得る可能性とその対応、シミュレーションやロールプレ
イを非対面式で行う際の限界等を予め考慮しておかなけ
ればならない。その点【ハイブリッド実習】では、これ
らの【遠隔実習】のデメリットを【学内実習】で補完す
ることが可能となるため、実習形態として、【ハイブリッ
ド実習】は有効であると考える。

オンラインツールの活用については、“Web会議シス
テム”の使用が８件、“学修管理システム”LMS（Learning 
Management System）が１件、不明（文献上に記載なし）
が５件であり、“Web会議システム”の活用が多数であっ
た。また“Web会議システム”の種類は、Zoom、Google 
meet 、Microsoft Teams、Webexの４つが報告されてい
たが、活用方法の詳細については、文献から読み取るこ
とはできなかった。

３． 母性看護学領域の代替実習の教育方法および教育内
容の傾向

2020年６月 厚生労働省 医政局 看護課より発表された
『新型コロナウイルス感染症の発生に伴う看護師養成所
における臨地実習の取り扱い等について』において、「実

習施設での実習が困難な場合、学内実習にて対象理解を
深める演習の実施、および模擬患者や紙上事例を用いた
看護過程の展開を通して、実習目標を達成できるよう計
画すること」と教育機関における学修の質の確保につい
て方針が明示された。COVID-19感染拡大下で行われた
代替実習は、この方針に基づき構築されている。そのた
め教育方法の特徴として、事例を用いた看護過程の展開
を中心にシミュレーション演習やロールプレイを併用す
ることで、臨地で対象者と関わることができない学生の
患者理解を促進していた。なおシミュレーション演習や
ロールプレイの患者役は教員が担当しており、臨地実習
に近い教育効果を期待できる模擬患者の導入事例は確認
できなかった。グループ単位で長期間かけて行われる領
域別実習で模擬患者を導入することは困難であると推測
された。これらのことから、COVID-19感染拡大下で行わ
れた母性看護学領域の代替実習の教育方法には、事例を
用いた看護過程の展開を中心にシミュレーション演習や
ロールプレイを併用するという特徴が明らかになった。

代替実習の教育内容には一つの傾向がみられた。それ
は、産褥期および新生児期の事例で看護過程を展開して
いる点である。代替実習の教育内容は、本来行われるべ
き臨地実習内容を基に構築されているため、妥当な教育
内容であるといえる。また妊娠期および分娩期の教育
方法は、視聴覚教材の活用、技術演習、グループ討議

（ディベート）、演示、地区踏査、臨床判断能力試験OSCE
（Objective Structured Clinical Examination）の導入な
ど、様々な実践例が紹介されていた。また物的環境では、
演習用モデルの活用だけでなく、模擬電子カルテを用い
て患者情報の提供を行うなど、臨地実習に近い形で代替
実習を行う取り組みがみられた。今後、自校の代替実習
を検討する際に参考としたい。

４．代替実習における臨地での学習体験の不足の是正
代替実習を行った場合に最も懸念されることは、学習

機会の公平性の問題である。感染症拡大下であっても学
習機会を平等に担保する必要がある。しかしCOVID-19
流行下では、母性看護学実習が行われた時期により、全
実習期間あるいは一部の実習期間が代替実習に変更に
なった学生もいる一方、臨地実習を経験できた学生もい
る。学生を臨地主体群と学内主体群の二群に分けた上で、
実習満足度や目標到達度について比較した結果、学内実
習主体群は臨地実習主体群に比べ、相対的に学習意欲や
実習満足度・到達度がやや低くなる傾向がみられ、臨地
実習時間が減少したことによる影響と課題が示唆された

（上野典子他，2022）。
以前より少子化で実習施設の確保が困難な母性看護学

実習は、COVID-19感染拡大により更なる影響を受けた。
前掲の調査結果では「実施不足への懸念」が挙げられて
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おり、COVID-19感染拡大下で行われた母性看護学実習
では、母親学級の未開催、分娩期実習の中止、新生児訪
問実習の中止などにより“母子関係、親子関係成立への
援助”、“シミュレーターでは学べないモニター装着、沐
浴ケア等の実施・評価”、“産科・ハイリスク医療の施設、
NICU等における看護職の役割”などの項目について実施
不足があったと報告されている。また「学習体験の不足
を是正するための対応」については、対応あり50.0％、対
応なしが43.4％であった。専門領域別でみると母性看護
学領域では67％で是正対応を行っていたと報告されてお
り、他の領域より学習体験の不足の是正に努めていたこ
とが明らかとなった。少子化が進んだ社会で育った学生
たちの中で、周産期の女性や新生児と接した体験を持つ
者は稀であり、本来であれば母性看護学実習が貴重な体
験の機会となる予定であった。臨地での看護学実習にお
いて、学生は実際に目で見て、触れて、対象と関わる経
験をすることで、一つ一つの事象について理解を深めて
いく。

文献検討の結果、臨地での学習体験の不足を是正する
ために、代替実習では様々な工夫を行っていた。その一
つとして、オンラインツールを活用した育児当事者への
インタビューや学内実習に臨地実習指導者を招聘講師と
して迎え入れた実践報告（槻木直子，2021）がある。そ
の他にもオンラインツールを用いて臨床と学校を繋ぎ、
臨床指導者から実習オリエンテーションを受ける、カン
ファレンス指導を受けるなどの実践報告もあり、学生は
看護の現場、看護の実際を知る機会となっていた。また
臨床と学校が協働し、模擬事例の作成や模擬患者カルテ
の構築を行った実践例（藤元佳奈他，2021）なども報告
されていた。現場の臨場感や看護実践の実際は、現場に
身を置く臨床指導者が語ることにこそ意義があると考え
る。そして臨床から学内へ実習指導者を迎え入れること
は、臨床現場の実際を伝えられるだけでなく、看護師と
してのロールモデルを間近に拝する貴重な機会となる。
今後これらの実践例のように、臨床と学校の協働が進ん
でいくことで、学生の職業アイデンティティの形成や学
習意欲の維持・向上にも繋がると期待することができる。

Ⅳ．今後の課題
今回、COVID-19流行下の母性看護学実習に関する

文献検討を行い、臨地実習に制限がある状況での母性
看護学実習の実際について明らかにすることができた。
COVID-19流行当初の見解に反し現況からは今後も引き
続き同様の実習環境が続いていくことが予測される。そ
のため、今後も臨地実習の中止や実習時間短縮等の措置
により、臨地での経験が十分に行えないことを想定した
上で、卒業時の到達を目指す必要がある。限られた臨地
実習の機会だけに依存するのではなく、改めて母性看護

学領域全体の教育内容を点検し、より効果的な代替実習
の教育方法および内容について検討すると共に、臨床と
学校の協働を促進することが今後の課題である。

Ⅴ．結論
COVID-19感染拡大下における母性看護学領域の代替

実習ついて文献検討を行った結果、以下のことが明らか
になった。
１． 代替実習の実習形態では、【学内実習】と【遠隔実

習】を組み合わせた【ハイブリッド実習】の実践報
告が最も多い。

２． 代替実習の教育内容では、産褥期と新生児期の紙上
事例を用いた看護過程の展開とシミュレーション演
習を中心に構築する傾向がみられた。

３． 母性看護学領域の代替実習では、臨地実習指導者を
招聘して代替実習を行うなど様々な工夫を凝らし、
臨地での学習体験の不足の是正に努めていた。

おわりに
2020年にCOVID-19流行が開始して以降の約３年間

で、我が国の看護学実習の在り方は大きな変化を遂げた。
教育機関の役割として、この大きな変化に適応してきた
経験を発信し、看護教育に携わる方々と共有することで、
現状に満足することなく、看護師を目指す学生が有意義
な学びを得ることができるよう、今後もより良い実習の
在り方を追求して行きたい。
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